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色んな人の運
営に関する思
いを聞けて、
考えが広がり
ました。
（大経大）

02 上半期総括

これから何をできるか考える
2024年度の上半期総括の内容を確認した後に「これから

どのような取り組みができるか」「他大学に共有したいお
すすめの取り組みはあるか」についてグループワークをし
ました。
様々な大学生協の取り組みを互いに確認しあうことで、

今後の活動をどのように組み立てていくかのヒントを得る
ことができました。

03 部内運営

正副の皆で今の悩みを話し合う
上半期も終わり次は下半期の活動に向けて試行錯誤して

いかなければいけません。そこで今、学生委員会の運営を
行う点で、悩んでいることなどを自由に話しました。
また、下半期になると方針なども考えるので、今自分た

ちが思っている「理想の学生委員会像」を話し、下半期の
活動へとどう活かすことができるかも考えました。

参加者

富山大(2)、富県大(1)、福井大(3)、立命館(2)、龍谷大(2)、京教大(3)、
京工繊(1)、滋県大(1)、奈良教(3)、奈県大(2)、奈高専(1)、近畿大(2)、
大経大(2)、阪南大(2)、大阪大(2)、樟蔭女(1)、関学大(2)、兵県大(2)、
ブロック学生事務局(14)、連合会(2)

計18会員50名

生協店舗と一般
の店舗を比較す
ることで、生協
店舗にたりない
魅力を感じるこ
とができた。
（福井大）

01 アイスブレイク

自大学の店舗の良さを見つける
毎年多くの会員で行われる店舗企画ですが、自大学の店

舗の特徴を意識することができている学生委員会は少ない
のではないでしょうか。今回のアイスブレイクでは、大学
生協の店舗とコンビニやカフェといった一般の店舗とを比

較することで、自大学の店舗の特徴や良さを見つけたり、
一般の店舗の特徴の中でも今後の取り組みに活かせそうな
良さを見つけたりすることができました。
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今回学んだことを
踏まえて、学生委
員会全体でよりよ
い運営をしていき
たい。
（龍谷大）



私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

改めて読書を
したいなと思
うような内容
で他の人にも
読書を推進し
たい。
（奈良教）

04 読書推進

読書推進について学ぶ

この時間では大学生協が行っている読書推進について学
ぶ時間となりました。最初になぜ大学生協で読書推進を行
うのかという理由を確認し、「読書によってコミュニティ
が広がり、学び合える組合員が増える」ということを捉え

ました。そして「読書マラソン」や「読書のいずみ」と
いった全国の大学生協で共通して行われている取り組み、
様々な大学生協で個別に行われている取り組みを学びまし
た。
これらの知識を得た後に出席者同士でおすすめの本を紹

介しあう交流を行い、読書を勧めること、勧められること
の良さや楽しさを実感しました。本の紹介方法について、
「おすすめの本の話を直接聞くことで、より想像がわきや
すくなる」という感想が見られたほか、具体的な読書推進
の手法として「通路など目のつくところに本を置くことで、
本を身近なものとして感じてもらうことができるのではな
いか」という意見も聞こえ、これからの活動で読書推進に
も目を向けてくれる学生委員が増えました。
学生の活字離れが課題となっている今だからこそ、今回

話し合ったことを機に、読書につながる具体的な取り組み
を広げていきましょう。
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 浦田 行紘 ] 

Urata.Yukihiro@univ.coop

次回のブロック学生委員会は―

２０２４年１０月２６日（土）
終日開催の予定です！

05
みんなの共済2024に
向けて

各会員生協の共済活動を振り返る

夏～秋にかけて、共済に関するセミナーが多く開催され
ます。それに伴い、各会員生協が行ってきた共済活動につ
いて、付箋を出し合って共有しながら振り返りました。他
の会員生協の取り組みを見て、後期の活動に取り入れたい
と考えたり、質疑応答をしたりと共済活動を前向きに考え
る会員が多く見受けられました。

私の大学では
できていな
かったので、
持ち帰って学
生委員に話し
てみようと
思った。(大経
大)

自分の大学生協の
店舗では本の販売
が盛んであるから
こそ、この点を
もっと生かしたい。
（兵県大）
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